
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 公園愛護会 水辺愛護会 ハマロード・サポーターのつどい 2022 の概要   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 日向山下原公園愛護会の事例

 

・ 公園愛護会とは（横浜市 HP）

 

瀬谷土木事務所では公園愛護会、水辺愛護会、ハマロード・サポーター等の

皆様方の日頃の活動への感謝と、相互の「理解や協力・情報共有」を深める事を

目的とした”つどい”を毎年開催しています。 

今年度は、11 月 25 日に瀬谷区民文化センターあじさいプラザで開催し、

92 名の参加がありました。その概要と各団体様の活動内容をご紹介します。 

 

 

〇 二ツ橋水辺愛護会の事例       〇 和泉川源流を楽しむ会の事例 

 

 

 

 

 

 

・ 水辺愛護会とは（横浜市 HP） 

 

〇 神奈川県立瀬谷西高等学校の事例 

 

・ ハマロード・サポーターとは（横浜市 HP） 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/aigokai/koenaigokaitop.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/doro/kanri_senyo/kanri/hamaroad/
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kasen-gesuido/kasen/eventvolunteer/mizubeaigo.html


公園愛護会 ハマロード･サポーター 水辺愛護会のつどい2022

第1部では公園･道路･河川（水辺）で美化活動にご協力いただいている団体に
活動事例の発表をしていただきました。

11/25 瀬谷区民文化センターあじさいプラザにて

日向山下原公園愛護会
自治会を母体に組織化され、地域の方
の協力が強く、花いっぱいの公園です。

二ツ橋水辺愛護会
コミュニケーションを大切にし、除草
作業や花植えを積極的に行い、いつも明
るい水辺です。

神奈川県立瀬谷西高等学校
海軍道路を中心にフラワーロードプロジェクトに
取組み、清掃や植栽活動に力を入れています。

第2部では“せや区人材バン
ク”登録者の「小山憲斗」様に
津軽三味線の演奏をご披露いた
だきました。

地域で美化活動等にご協力いただいている
92名の方に参加いただきました。
第1部の発表では、「愛護会の活動にとても

感動し、続けることは大変である事がわかっ
た」「地域を楽しくウォーキングしている、
花壇を見て心が和む」「在住でありながら知
らない事ばかりでこの取組みは大切だと思
う」などのご意見をいただきました。
第2部は、手拍子や足で拍子をとったり、軽
く体を揺らしたり、どこか懐かしさが感じら
れる迫力のある演奏でした。

和泉川源流を楽しむ会
瀬谷市民の森を拠点に観察会を開催。
自然に対する理解と興味を深めています。



公園愛護会

緑に囲まれた公園

四季折々の花々

花いっぱい・・・

自治会が母体となり当番制で活動

日向山下原公園愛護会の事例

公園愛護会とは、横浜市内の公園
で清掃、花や草木の手入れなどを行
う地域のボランティアの団体です。



水辺愛護会
水辺愛護会とは、地域の河川・水辺環境
を良好にし、ふれあい親しむことができる
よう美化活動などを行う自主的なボラン
ティア団体です。清掃・除草が主で、花壇
の手入れや生き物調査などの活動を行っ
ている団体もあります。

二ツ橋水辺愛護会の事例

二ツ橋の水辺

活動範囲 ： 約300ｍ（延長）
約１0，2００ｍ2（面積）

会 員 数 ： ３３人

活動内容 ： 清掃 １２回 ／ 年
除草 ２回 ／ 年
花壇の整備・管理
こいのぼり
七夕飾り などなど

草刈りの様子

川の中の清掃

女性を中心に
花壇の手入れをしています！

初の試みで
七夕飾りを実施！

子どもたちも参加



水辺愛護会
和泉川源流を楽しむ会の事例

森の掲示板

現地の自然植物

第33回全国「みどりの愛護」国土交通大臣賞を受賞

自然観察会

瀬谷区 和泉川源流を楽しむ会

結成年月 平成９年５月

会員数 18人

活動場所 瀬谷町小川アメニティ（瀬谷市民の森）

活動日・人数 毎月第一日曜日・12～15名

会の紹介

　原風景をとどめている瀬谷市民の森の
すばらしさを共感し合いたいと活動をし
ています。
　月1回の観察会は自然に興味を持たれ
た方が気軽に参加されています。
　植物、昆虫、鳥に詳しい会員が案内・
説明を行う事によって、自然に対する理
解と興味を深めています。
　自然を愛するネットワークが広がるこ
とを切に願い活動を続けています。

和泉川源流を
楽しむ会
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ハマロード・サポーター
＜道路の里親制度＞

ハマロード・サポーターとは、地
域の身近な道路を対象に、地域の
ボランティア団体と行政が協働し
て、身近な道路の美化や清掃等を
行っていこうという制度です。

神奈川県立瀬谷西高等学校の事例

瀬谷西高校フラワーロードプロジェクト
ハマロードサポーター制度を活用した海軍道路の清掃・植栽活動

ハマロードサポーター制度の活用開始
平成１７（２００５）年～
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